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 ｢MICE簡易測定モデル｣（正式名称、「MICE開催による経済波及効果測定のための簡易測定モデル」)は、
MICE開催が地域に及ぼす経済波及効果を容易に測定できるツール。

 「MICEモデル」、「都道府県」や「都市」を指定し、測定を行いたいMICEの「期間」や「人数」等の情報を入力することで、
「生産誘発額・就業効果」、「税収効果」等の経済波及効果が自動的に算出可能。

概要

 MICEの経済波及効果は、MICE開催の企画立案や終了時の成果確認、さらにはMICEに関する政策立案に当たって
活用すべき有力なデータであるが、算出には専門的な知見が必要なこともありデータに基づく議論が十分に
普及していなかった。

 観光庁では2010年度に「MICE簡易測定モデル」を開発し、2013年度には改訂版を提供。今回は第３版となる。

背景・これまで

 予算要求に当たり、大規模MICEなどの誘致効果の予測。

 MICE開催後の成果として、経済波及効果を定量的に把握し、説明資料として活用。

 MICEによる地域振興政策・施策の検討時、誘致ターゲットとすべきMICEタイプの可視化。 等

活用例
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 「MICE簡易測定モデル」は、①データ入力 ②試算の前提条件確認 ③計算結果の表示 から構成

都道府県・都市
選択

日系エアライン利用率、
税率、宿泊日数

選択

MICEモデル
選択

MICEデータ
入力

消費原単位
入力

前提条件
確認

計算結果
(概要)

計算結果
(まとめ図)

計算結果
(一覧)

①データ入力
【選択箇所】 MICEモデル、都道府県・都市、

日系エアライン利用率、消費税率、
宿泊日数(前後泊)

【入力箇所】 MICE名称、会期、参加者数、展示面積、
主催者事業費

②試算の前提条件確認

【参加者数】 日本人(日帰、宿泊)

外国人
【支出額】 日本人(日帰、宿泊)

外国人

③計算結果の表示

【生産誘発額・就業効果】 経済波及効果(金額)

粗付加価値誘発額(金額)

就業効果(人・日)

【税収効果】 税収効果(金額)



「MICE簡易測定モデル」(Ver.3) 改訂ポイント 別紙
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①全市町村に対応
従来の測定可能エリアは都道府県又は国際会議観光
都市のみだったが、その他の都市も｢任意の都市｣として
測定可能になった。

②前泊・後泊の設定機能追加
MICE開催に伴う参加者の前泊・後泊による経済波及
効果も含めて測定できることとするため、前後の宿泊
日数が登録可能になった。

④主催者事業費の拡大
より大規模で高額の事業費がかかるMICEについても
測定できることとするため、｢主催者事業費｣の上限設
定を５億円から50億円に拡大。

③各種消費原単位・産業連関表の更新
2016･2017年度に観光庁が実施したMICEの経済波及
効果調査をもとに｢国際航空運賃｣、｢宿泊費｣等の消費
原単位を更新し、より市場の実態に近い数値を採用。
また、産業連関表も2011年版に更新。
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4

■「MICE簡易測定モデル」（Ver.3)をご希望の方

メールにてお申し込みください。

宛先 ： jp-mice@mlit.go.jp 
件名 ： 「MICE簡易測定モデル希望」
本文 ： ｢差出人の所属｣、｢氏名｣、｢連絡先(Email、電話番号)｣を本文中にご記入ください。

■関連ウェブサイト

「MICE簡易測定モデル」
URL： http://www.mlit.go.jp/kankocho/page07_000018.html

「MICEの経済波及効果算出等事業」 （「MICEに関する調査事業」平成29年度実施 内）
URL：http://www.mlit.go.jp/kankocho/page03_000050.html

■これまでの「MICE簡易測定モデル」について

第１版 2010年度 「MICE開催による経済波及効果測定のための簡易測定モデル」（簡易測定モデル）
第２版 2013年度 「MICE開催による地域別経済波及効果測定のための簡易測定モデル」（地域別簡易測定モデル）
第３版 2017年度 「MICE開催による経済波及効果測定のための簡易測定モデルVer.3」（MICE簡易測定モデル Ver.3)

http://www.mlit.go.jp/kankocho/page07_000018.html
http://www.mlit.go.jp/kankocho/page03_000050.html

